
ジ
ル
で
は
、
恒
例
と
な
っ
た

ア
マ
ゾ
ン
川
巡
回
診
療
船
へ

の
同
乗
や
、
原
住
民
族
の
巡

回
診
療
へ
の
協
力
を
行
っ

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
約
一
か

月
間
の
活
動
を
終
え
、
９
月

２
日
、
団
員
た
ち
は
全
員
無

事
に
帰
国
し
た
。

派
遣
団
の
活
動
の
詳
細

は
、
Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の
ブ
ロ
グ
に
て
公
開
さ
れ

て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ

ひ
ご
覧
頂
き
た
い
。
団
員
た

ち
の
貴
重
な
体
験
を
共
有
で

き
る
事
で
あ
ろ
う
。

(

５
年

石
川
貴
大)

A
w
ard

賞
を
受
賞
し
た
米
国

で
唯
一
の
医
学
雑
誌
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
高
質
の
医
学

雑
誌
で
あ
る
と
同
時
に
現
在
、

低
所
得
国
１
２
０
カ
国
に
対

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ク
セ
ス

を
無
料
で
提
供
し
、
１
９
９

０
年
以
降
の
論
文
は
全
て
無

料
公
開
と
な
っ
て
お
り
、
１

９
９
６
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ

たN
EJM

org

に
よ
り
プ
リ

ン
ト
版
よ
り
も
オ
ン
ラ
イ
ン

閲
覧
が
増
え
て
い
る
。

２
０
１
０
年
よ
り
Ｎ
Ｅ
Ｊ

Ｍ
ア
ー
カ
イ
ブ
を
備
え
た
新

し
い
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
開
始

し
、
常
に
コ
ン
テ
ン
ツ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
化
を
計
り
、
読

者
の
立
場
に
立
っ
て
改
善
が

行
わ
れ
て
い
る
。

２
０
１
０
年
か
ら
は

iPhone

ア
プ
リ
の
提
供
も
行

わ
れ
、
症
例
を
画
像
で
診
断

す
るIm

age
Challenge

は

若
い
読
者
に
好
評
を
博
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
常
に
前
進
し

て
き
た
Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ
も
２
０
０

年
を
迎
え
、
本
年
６
月
22
日

に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部

Joseph
M
artin

カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
２
０
０

年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
た
。
タ
イ
ト
ル
は

D
ialogues

in
M
edicine-

Physicians
:
Patients

on
200

Y
ears

of
Progress-

で
あ
り
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し

て(i)
H
IV
/A
ID
S,
(ii)

M
aternal&

FetalH
ealth,

(iii)
Breast

Cancer,
(iv)

Cardiology

で
あ
っ
た
・
パ

ネ
リ
ス
ト
は
欧
米
か
ら
招
か

れ
、
各
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
最

先
端
の
情
報
の
発
信
と
白
熱

し
た
議
論
は
出
席
者
全
員
に

感
銘
を
与
え
、
そ
の
余
韻
は

博
物
館
に
お
け
る
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
の
席
ま
で
続
い
た
。

さ
ら
に
Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ
２
０
０

年
記
念
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス

ト
が
行
わ
れ
、
全
世
界
の
大

学
生
か
ら
応
募
が
あ
り
、
３

段
階
評
価
で
あ
っ
た
が
、
本

邦
か
ら
は
水
谷
達
央
君(

名

古
屋
大
学)

が
表
彰
を
受
け

た
。今

回
も
ボ
ス
ト
ン
滞
在
は

短
期
間
で
あ
っ
た
が
特
に
意

義
深
く
、
Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ
２
０
０

年
の
記
念
式
典
に
現
職
の
編

集
委
員
と
し
て
参
加
で
き
た

こ
と
、
ま
た
昨
年
ご
逝
去
さ

れ
た
恩
師Burke

先
生
の
奥

様
と
再
会
し
、
孫
弟
子
の
留

学
生
と
夕
食
を
共
に
し
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
話

を
す
る
事
が
出
来
た
事
も
私

に
と
っ
て
望
外
の
喜
び
で
も

あ
っ
た
。

２
０
０
１
年
、
突
然
Ｎ

Ｅ
Ｊ
Ｍ

(N
ew

England
JournalofM

edicine)

の
編

集
委
員
長Jeffery

D
razen

教
授
か
ら
一
通
の
手
紙
が
届

い
た
。
手
紙
を
開
封
し
て
み

る
と
Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ
の
編
集
委
員

の
招
待
状
で
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｅ

Ｊ
Ｍ
は
学
生
時
代
か
ら
Ｍ
Ｇ

Ｈ
の
Ｃ
Ｐ
Ｃ
に
興
味
を
持
っ

て
お
り
、
世
界
中
の
医
師
が

高
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
が
故

に
、
一
生
で
一
度
論
文
を
掲

載
し
た
い
と
い
う
雑
誌
で
あ

る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
。
当

時
医
局
で
Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ
か
ら
の

招
待
状
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、

一
人
の
医
局
員
が
、
当
時
医

学
部
長
で
あ
っ
た
私
に
向
か

慶
應
医
学
賞
は
、
世
界
の

医
学
・
生
命
科
学
の
領
域
に

お
い
て
医
学
を
中
心
と
し
た

諸
科
学
の
発
展
に
寄
与
す
る

顕
著
、
か
つ
創
造
的
な
研
究

業
績
を
あ
げ
た
研
究
者
を
顕

彰
す
る
も
の
で
、
１
９
９
６

年
よ
り
29
名
の
研
究
者
に
対

し
授
与
し
て
い
ま
す
。

第
17
回
目
を
迎
え
た
今
年

授
賞
研
究
テ
ー
マ

｢

肺
が

ん
原
因
遺
伝
子EM

L4-A
LK

の
発
見
と
分
子
標
的
治
療
へ

の
貢
献｣

間
野
博
士
は
、
ヒ
ト
肺
が

っ
て
�
慶
應
の
医
学
部
長
に

な
る
よ
り
名
誉
な
こ
と
で
す

ね
�
と
即
座
に
言
わ
れ
た
こ

と
を
記
憶
し
て
い
る
。

確
か
に
外
国
の
学
会
な
ど

で
Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ
の
名
刺
を
若
い

医
師
に
渡
す
と
、
学
部
長
の

名
刺
を
渡
す
よ
り
も
緊
張
し

て
受
け
取
っ
た
こ
と
を
何
度

も
経
験
し
て
い
る
。

手
紙
を
受
け
取
っ
た
後
に

D
razen

教
授
が
中
国
訪
問

の
機
会
に
医
学
部
長
室
を
訪

れ
、
Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ
の
現
状
と
将

来
の
方
向
性
な
ど
を
眼
を
輝

か
し
て
話
し
て
下
さ
っ
た
。

ま
た
編
集
委
員
会
は
当
時
は

年
３
回
、そ
の
内
、２
回
の
出

席
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

事
を
知
っ
た
。
す
な
わ
ち
２

月
と
10
月
が
ボ
ス
ト
ン
、
６

月
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
、

例
え
ば
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
な
ど
で
開
催
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

度
の
慶
應
医
学
賞
受
賞
者
は

間
野
博
行
博
士(

自
治
医
科

大
学
分
子
病
態
治
療
研
究
セ

ン
タ
ー
ゲ
ノ
ム
機
能
研
究
部

教
授
、
東
京
大
学
大
学
院
医

学
系
研
究
科
ゲ
ノ
ム
医
学
講

座
特
任
教
授)

、Steven
A
.

Rosenberg

博
士

(

米
国
国

立
が
ん
研
究
所(N

CI)

外

科
部
門
長)

の
２
名
に
決
定

ん
か
ら
、
独
自
に
開
発
し
た

機
能
的cD

N
A

ク
ロ
ー
ニ
ン

グ
法
に
よ
り
、
新
規EM

L4-
A
LK

融
合
遺
伝
子
を
同
定

し
、
そ
の
遺
伝
子
を
導
入
し

た
マ
ウ
ス
を
作
製
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
れ
が
肺
が
ん
の

原
因
遺
伝
子
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
にA

LK

阻
害
剤
が
抗

腫
瘍
効
果
を
も
つ
こ
と
を
示

し
ま
し
た
。
従
来
、
造
血
器

腫
瘍
で
重
要
と
考
え
ら
れ
て

い
た
染
色
体
転
座
に
よ
る
融

そ
の
後
、D

razen

教
授

は
医
学
部
の
階
段
教
室
で
医

師
や
医
学
生
を
対
象
に
Ｎ
Ｅ

Ｊ
Ｍ
に
つ
い
て
熱
の
籠
も
っ

た
講
演
を
し
て
く
だ
さ
り
、

終
了
後
にD

razen

教
授
の

元
へ
留
学
し
て
い
た
呼
吸
器

内
科
の
医
師
や
外
科
教
室
の

数
名
と
の
懇
親
の
席
を
設
け
、

留
学
生
の
楽
し
い
思
い
出
話

な
ど
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

さ
れ
た
。

私
が
最
初
に
出
席
し
た
編

集
委
員
会
は
10
月
の
ボ
ス
ト

ン
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
慶
應

義
塾
大
学
が
私
立
大
学
の
雄

で
あ
り
、
ま
た
医
学
部
長
と

い
う
紹
介
を
頂
い
た
。
し
か

し
何
故
、
編
集
委
員
に
選
定

し
た
か
の
説
明
は
な
か
っ
た

と
記
憶
し
て
い
る
。

そ
の
選
定
理
由
を
一
人
の

委
員
が
話
し
て
く
れ
た
が
、

D
razen

教
授
は
２
年
前
か

ら
外
国
の
外
科
医
の
委
員
を

し
、
慶
應
医
学
賞
審
査
委
員

会
は
左
記
の
と
お
り
授
賞
理

由
を
発
表
致
し
ま
し
た
。

第
17
回
慶
應
医
学
賞
審
査

委
員
【
岡
野
栄
之

(

委
員

長
、
医
学
部
教
授)

、
審
良

静
男(

大
阪
大
学
免
疫
学
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

拠
点
長)

、
浅
島
誠(

独
立

行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

合
遺
伝
子
は
、
上
皮
系
が
ん

で
も
原
因
と
な
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
、
発
が
ん
機
構
の

解
明
に
貢
献
し
ま
し
た
。

間
野
博
士
は
、
さ
ら
に
臨

床
検
体
を
用
い
て
融
合
遺
伝

子
を
検
出
す
る
方
法
を
開
発

し
、
Ａ
Ｌ
Ｋ
異
常
肺
が
ん
診

リ
サ
ー
チ
し
て
お
り
、
１)

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
留
学
し

て
い
た
経
験
、
２)

２
０
０

１
年
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル(

ベ

ル
ギ
ー)

に
於
け
る
万
国
外

科
学
会
１
０
０
周
年
記
念
学

会
に
於
い
て
ア
ジ
ア
人
と
し

て
初
め
てG

rey-Turner

記

念
講
演
に
選
任
さ
れ
た
事
、

３)

慶
應
義
塾
大
学
外
科
学

教
室
の
内
外

の
業
績
が
高

く
評
価
さ
れ

た
事
実
等
で

あ
っ
た
。

さ
て
２
月

の
編
集
委
員

会
は
常
に
シ

カ
ゴ
経
由
で

雪
の
ボ
ス
ト

ン
に
向
か
う

わ
け
で
あ
る

が
、
両
飛
行

場
の
積
雪
の

多
さ
に
常
に

理
事)

、
金
澤
一
郎(

国
際

医
療
福
祉
大
学
大
学
院
院

長)

、
河
上
裕(

医
学
部
教

授)

、
須
田
年
生(

医
学
部

教
授)

、
冨
田
勝(

環
境
情

断
の
た
め
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
を
設
立
し
て
、
臨
床
試
験

で
Ａ
Ｌ
Ｋ
阻
害
剤
が
劇
的
な

治
療
効
果
を
示
す
こ
と
、
ま

た
そ
の
耐
性
機
構
も
見
い
だ

し
ま
し
た
。

間
野
博
士
は
、
臨
床
検
体

を
用
い
た
基
礎
研
究
か
ら
臨

授
賞
研
究
テ
ー
マ

｢

効
果

的
な
が
ん
免
疫
療
法
の
開

発｣フ
ラ
イ
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

苦
慮
し
て
き
た
。
し
か
し
６

月
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
都
市

で
も
あ
り
、
時
に
は
編
集
委

員
の
子
弟
も
参
加
し
、
楽
し

い
多
く
の
思
い
出
を
作
る
事

が
出
来
た
。

但
し
、
本
年
度
よ
り
成
田

―
ボ
ス
ト
ン
の
直
行
便
が
運

航
し
快
適
に
フ
ラ
イ
ト
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
心
配
も
な
く
ボ

ス
ト
ン
に
行
く
事
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
。

さ
て
、
編
集
員
会
は
金
曜

日
の
午
後
か
ら
６
時
ま
で
で

７
時
よ
り
和
気
藹
藹
と
し
た

報
学
部
教
授)

、
永
井
良
三

(

自
治
医
科
大
学
学
長)

野

田
哲
生(

公
益
財
団
法
人
が

ん
研
究
会
常
務
理
事
・
が
ん

研
究
所
所
長)

、
垣
生
園
子

(

順
天
堂
大
学
医
学
部
客
員

教
授)

、
日
比
紀
文(

医
学

部
教
授)

、
御
子
柴
克
彦

(

独
立
行
政
法
人
理
化
学
研

究
所
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
発
生
神
経
生
物
研
究
チ

ー
ム
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー)

、
吉
村
昭
彦(

医
学
部

教
授)

】

床
ま
で
一
貫
し
た
ト
ラ
ン
ス

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
を

遂
行
し
、
が
ん
生
物
学
の
発

展
だ
け
で
な
く
臨
床
応
用
に

も
成
功
し
、
が
ん
研
究
と
が

ん
治
療
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

Rosenberg

博
士
は
、
新

し
い
免
疫
療
法
を
先
駆
的
に

開
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ヒ

ト
の
が
ん
に
対
す
る
免
疫
療

法
の
効
果
を
証
明
し
腫
瘍
免

疫
学
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
２(
Ｉ

Ｌ
２)

の
抗
腫
瘍
効
果
を
見

い
だ
し
、
悪
性
黒
色
腫
と
腎

が
ん
に
対
す
る
Ｉ
Ｌ
２
療
法

晩
餐
会
が
10
時
頃
ま
で
続
け

ら
れ
る
。
そ
の
後
、
土
曜
日

は
午
前
７
時
か
ら
正
午
ま
で

行
わ
れ
、
閉
会
と
な
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。

編
集
委
員
会
は
予
め
、
１

か
月
前
に
小
グ
ル
ー
プ
討
論

の
為
の
３
〜
４
課
題
が
メ
ー

ル
で
送
ら
れ
て
き
て
、
各
人

が
課
題
を
選
択
す
る
。
例
え

ば
雑
誌
の
将
来
の
電
子
ツ
ー

ル
、
利
益
相
反
の
問
題
、
学

生
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

広
告
の
方
法
な
ど
多
様
で
あ

る
が
、
一
つ
一
つ
が
Ｎ
Ｅ
Ｊ

Ｍ
の
発
展
に
結
び
つ
い
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
各
委
員
は

一
か
月
前
か
ら
情
報
の
収
集

を
行
い
議
論
に
耐
え
ら
れ
る

準
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

し
か
し
私
は
１
９
７
５
年

か
ら
２
年
間
、
ボ
ス
ト
ン
留

学
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
違

和
感
を
感
じ
る
こ
と
は
少
な

か
っ
た
が
、
時
差
や
言
葉
で

多
少
戸
惑
う
こ
と
も
あ
っ

た
。
留
学
中
は
恩
師John

F
Burke

教
授
か
ら
研
究
の

み
な
ら
ず
、
外
科
学
に
お
け

る
医
工
連
携
す
な
わ
ち
Ｍ
Ｇ

を
確
立
し
ま
し
た
。
ま
た
ヒ

ト
抗
腫
瘍
Ｔ
リ
ン
パ
球
を
解

析
し
て
、
そ
れ
が
認
識
す
る

が
ん
抗
原
を
多
数
同
定
し
、

新
し
い
が
ん
ワ
ク
チ
ン
や
が

ん
抗
原
特
異
的
Ｔ
細
胞
を
用

い
る
免
疫
療
法
を
開
発
し
ま

し
た
。

７
月
30
日
か
ら
１
カ
月
間

に
渡
り
、
慶
應
・
カ
ロ
リ
ン

ス
カ
・
北
京
大
学
合
同
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
た

(

三
四
会
協
賛)

。
カ
ロ
リ
ン

ス
カ
か
ら
は
３
名
の
教
員
と

４
名
の
学
生
が
、
北
京
大
学

か
ら
は
４
名
の
教
員
と
５
名

の
学
生
が
参
加
し
た
。
ま

た
、
慶
應
か
ら
も
数
名
の
教

員
と
十
数
名
の
大
学
院
学
生

が
参
加
し
た
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、

｢

ナ
ノ
医
学｣

｢

バ
イ
オ
イ
メ

ー
ジ
ン
グ｣

｢

シ
ス
テ
ム
生

物
学｣

の
３
つ
の
テ
ー
マ
を

中
心
に
、
今
年
度
は｢

神
経

科
学｣

を
ト
ピ
ッ
ク
に
、
一

週
間
の
集
中
講
義
か
ら
始
ま

っ
た
。
講
師
は
３
校
の
教
員

に
加
え
、
連
携
大
学
院
の
理

化
学
研
究
所
脳
科
学
セ
ン
タ

ー
や
京
都
大
学
、
東
京
大
学

か
ら
も
招
聘
さ
れ
、
か
な
り

内
容
の
濃
い
講
義
シ
リ
ー
ズ

と
な
っ
た
。
初
日
に
は
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
も
開
催
さ
れ
、
阿

川
国
際
担
当
理
事
、
末
岡
三

四
会
副
会
長
か
ら
も
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
。

Ｈ
と
Ｍ
Ｉ
Ｔ
連
携
、
あ
る
い

は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
サ
ー
ジ

ャ
ン
の
姿
な
ど
董
陶
を
受
け

て
き
た
の
で
、
こ
の
教
え
が

編
集
委
員
あ
る
い
は
母
校
の

教
授
に
就
任
し
た
後
も
ず
っ

と
大
き
な
財
産
と
な
り
、
心

の
支
え
と
な
っ
た
。

ま
た
ボ
ス
ト
ン
訪
問
の
際

の
恒
例
行
事
と
し
て
常
に
Ｍ

Ｇ
Ｈ
に
は
慶
應
大
学
外
科
か

ら
３
〜
５
人
の
留
学
生
が
滞

在
し
て
お
り
、
土
曜
日
の
午

後
に
家
族
全
員
と
昼
食
会
を

開
催
し
、
子
供
た
ち
の
成
長

を
見
る
事
が
楽
し
み
で
も
あ

っ
た
。
ま
た
夜
は
恩
師
の
ご

夫
妻
と
留
学
生
を
招
待
し
、

Burke

夫
人
の
ご
希
望
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
会
を
開
催

し
た
。Burke

先
生
が
孫
弟

子
達
の
研
究
や
生
活
の
話
に

嬉
し
そ
う
に
耳
を
傾
け
て
く

だ
さ
る
姿
を
拝
見
し
、
い
つ

も
自
分
の
留
学
時
の
事
を
思

い
出
し
て
い
た
。
さ
て
編
集

委
員
就
任
後
、
一
般
的
に
外

国
人
の
編
集
委
員
は
任
期
が

３
年
で
あ
っ
た
が
、
２
０
０

４
年
、
突
然D

razen

先
生

か
ら
直
筆
の
手
紙
が
届
き
、

特
に
、
腫
瘍
浸
潤
リ
ン
パ

球(

Ｔ
Ｉ
Ｌ)

療
法
や
、
が
ん

抗
原
特
異
的
Ｔ
細
胞
受
容
体

や
キ
メ
ラ
抗
原
受
容
体
の
遺

伝
子
を
末
梢
血
リ
ン
パ
球
に

導
入
し
て
作
製
し
た
抗
腫
瘍

Ｔ
細
胞
を
用
い
た
養
子
免
疫

療
法
を
開
発
し
、
標
準
治
療

第
２
週
目
か
ら
は
、
北
京

大
学
、
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
の
学

生
達
は
、
数
名
ず
つ
い
く
つ

か
の
研
究
室
に
配
属
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
室
で
与
え

ら
れ
た
テ
ー
マ
研
究
を
行
っ

た
。
最
終
日
に
は
、
参
加
し

�M
asaki

も
う
少
し
編
集

委
員
を
続
け
て
ほ
し
い
�
と

の
内
容
で
あ
り
、
私
も
世
界

一
の
雑
誌
の
編
集
委
員
と
し

て
多
く
の
事
を
学
び
、
今
後

も
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
か
っ
た
の
で
快
諾
し
、

２
０
１
２
年
の
今
日
に
至
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
況

で
10
年
間
の
編
集
委
員
会
及

び
恩
師
や
留
学
生
と
の
交
流

を
過
ご
し
て
き
た
が
、
３
年

位
前
の
編
集
委
員
会
か
ら
創

刊
２
０
０
年
祭
の
話
題
が
持

ち
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
な

っ
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ
は
創
刊
以
来
、

刊
行
が
継
続
さ
れ
て
き
た
医

学
系
定
期
刊
行
物
と
し
て
は

世
界
最
古
で
あ
り
、
臨
床
医

学
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。

そ
の
歴
史
を
繙
い
て
み

る
と
、
１
８
１
１
年
米
国

M
assachusetts

M
edical

College
(

ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
医
学
部)

の
医
師
で
あ
っ

た
解
剖
学
者
のD

r.
John

Collins
W
arren

は
同
僚
の

D
r.
Jam
es
Jackson

と
と

も
に
米
国
北
東
部
ニ
ュ
ー
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
い
て
初
と

抵
抗
性
の
進
行
悪
性
黒
色
腫

な
ど
に
対
し
て
強
力
な
治
療

効
果
を
示
し
ま
し
た
。

Rosenberg

博
士
は
、
長

年
、
こ
の
分
野
を
牽
引
し
、

腫
瘍
免
疫
学
の
発
展
と
が
ん

免
疫
療
法
の
開
発
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

た
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
研
究
発

表
を
行
な
っ
た
が
、
限
ら
れ

た
時
間
に
多
く
の
こ
と
を
学

ん
だ
様
子
が
伺
わ
れ
た
。
そ

の
後
、
末
松
医
学
部
長
か
ら

一
人
一
人
の
学
生
に
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
修
了
証
が
受
け
渡

な
る
医
学
雑
誌
の
創
刊
に

着
手
し
た
。
１
８
１
２
年

１
月
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌

名
は"The

N
ew
England

Journal
of
M
edicine

and
Surgery

and
the
Collateral

Branches
of

M
edical

Science"

で
あ
っ
た
。

１

８
２
８
年
に
はBoston

M
edicalIntelligence(

１
８

２
３
年
創
刊)

を
統
合
し
て
、

雑
誌
名
をBoston

M
edical

and
Surgical

Journal

に

改
変
し
、
週
刊
で
の
発
行
を

開
始
し
た
。１
８
８
１
年D

r.
W
arren

に
変
わ
り
、D

r.
G
eorge

B
Shattuck

が
編

集
委
員
長
と
な
り
31
年
間
指

揮
を
執
り
、
雑
誌
と
し
て

発
展
し
た
。
１
９
２
１
年

に
な
る
とM

assachusetts
M
edicalSociety

が
買
収
し
、

確
固
と
し
た
編
集
体
制
が
構

築
さ
れ
、
当
時
コ
ア
メ
ン
バ

ー
の
一
人
で
あ
っ
たD

r.
G
reen

は
１
９
２
３
年
に

｢

本
誌
は
ま
さ
し
く
、ニ
ュ
ー

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
メ
デ
ィ
カ

ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
上
に

於
い
て
適
者
生
存
と
呼
ぶ
に

ふ
さ
わ
し
い
存
在
で
あ
る
。

さ
れ
た
。
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
、

北
京
の
学
生
達
は
、
こ
の
修

了
書
を
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の

大
学
か
ら
単
位
を
取
得
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る(

単
位

互
換
性)

。

ま
た
、
来
年
度
は｢

炎
症

さ
る
７
月
14
日
、
北
里
講
堂

前
に
て
国
際
医
学
研
究
会

(

Ｉ
Ｍ
Ａ)

第
35
次
派
遣
団

の
出
発
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。(

会
長
…
武
林
亨
公
衆

衛
生
学
教
室
教
授
、
団
長
…

三
村
將
精
神
神
経
科
学
教
室

教
授
、
団
員
…
梶
川
慶
太
君

・
北
川
剛
裕
君
・
上
野
真
史

君
い
ず
れ
も
92
回
生)

Ｉ
Ｍ
Ａ
は
、
海
外
諸
国
に

お
け
る
医
療
を
体
験
し
、
医

学
を
通
じ
た
国
際
交
流
を
行

う
と
と
も
に
、
幅
広
い
国
際

的
視
野
を
養
う
事
を
目
的
と

し
た
団
体
で
あ
る
。
毎
年
、

６
年
生
の
夏
休
み
に
３
〜
４

名
の
派
遣
団
を
結
成
し
、
現

地
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
の

視
察
や
病
院
実
習
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

出
発
式
に
は
派
遣
団
の
３

人
を
見
送
る
た
め
、
多
く
の

先
生
方
や
学
生
た
ち
が
駆
け

付
け
た
。
学
生
代
表
の
梶
川

君
は
、｢

沢
山
の
方
に
支
え

ら
れ
て
出
発
の
日
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
第
35
次
派
遣
団

一
同
、
皆
様
に
恩
返
し
出
来

ま
す
よ
う
日
々
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。｣

と
意

統
合
前
の
二
雑
誌
の
精
神
が

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る｣

と
述
べ
て
い
る
。
１
９
２
４

年
に
は
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
、
学
生
時
代
に
読
ん

だCase
Records

of
the

M
assachusetts

G
eneral

H
ospital

が
開
始
さ
れ
、
一

流
雑
誌
と
し
て
地
位
を
築
き

つ
つ
、
１
９
２
７
年N

ew
H
am
pshire

及
びV

erm
ont

州
のM

edical
Society

の
公

式
機
関
誌
に
な
っ
た
事
を

契
機
に
１
９
２
８
年
、The

N
ew
England

Journal
of

M
edicine

と
誌
名
を
改
め
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ
は
創
刊
時
よ
り

最
新
の
医
学
情
報
を
発
信
す

る
事
を
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
き

た
が
、
１
８
４
６
年
、
世
界

初
の
エ
ー
テ
ル
麻
酔
を
報
告

し
、
さ
ら
に
椎
間
板
ヘ
ル
ニ

ア
の
報
告(

１
９
３
４
年)

、

小
児
白
血
病
の
治
療
成
功
例

(

１
９
４
８
年)

な
ど
臨
床

医
学
に
対
す
る
多
大
な
貢
献

を
し
て
き
た
。
ま
た
近
年
で

は
世
界
中
に
恐
怖
を
及
ぼ
し

た
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
症
例
報
告
や

現
代
で
は
一
般
的
に
な
っ
た

ア
ス
ピ
リ
ン
と
コ
レ
ス
テ
ロ

・
免
疫｣

を
テ
ー
マ
に
カ
ロ

リ
ン
ス
カ
で
、
再
来
年
度
は

｢

癌｣

を
テ
ー
マ
に
北
京
大

学
で
合
同
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
て
お
り
、
慶
應
か
ら
も
数

名
の
教
員
と
大
学
院
学
生
が

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

派
遣
団
は
同
日
に
成
田
空
港

よ
り
出
発
し
、
ト
ル
コ
、
ベ

ラ
ル
ー
シ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
３

か
国
で
計
51
日
間
の
活
動
を

行
っ
た
。

最
初
の
活
動
場
所
で
あ
る

ト
ル
コ
で
は
、
現
地
大
学
病

院
で
の
実
習
に
加
わ
っ
た

り
、
保
健
省
に
て
災
害
医
療

に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
ま
た

ト
ル
コ
三
田
会
へ
の
表
敬
訪

問
を
行
っ
た
り
し
た
。
約
一

週
間
の
活
動
の
後
、
派
遣
団

は
二
か
国
目
の
ベ
ラ
ル
ー
シ

へ
向
け
出
発
し
た
。
こ
こ
で

は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
基

金
の
活
動
に
同
行
し
た
ほ

か
、
現
地
医
師
か
ら
原
発
事

ー
ル
降
下
剤
に
よ
る
心
疾
患

の
予
防
及
び
肺
癌
や
慢
性
白

血
病
に
対
す
る
分
子
標
的
治

療
の
進
歩
に
関
す
る
数
多
く

の
論
文
を
掲
載
し
て
き
た
。

さ
ら
に
１
９
３
９
年
〜
１

９
４
５
年
、
第
２
次
世
界
大

戦
の
最
中
に
当
時
の
編
集
委

員
長D

r.
Joseph

G
arland

は
世
界
中
で
参
戦
し
て
い
る

米
軍
医
師
全
員
に
Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ

を
無
料
で
配
布
し
。
米
軍
医

師
と
地
域
の
医
師
と
の
連
携

に
大
い
に
貢
献
し
た
。
今
日
、

世
界
中
で
Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ
が
愛
読

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
引

き
金
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

現
在
、
１
７
７
カ
国
60
万

人
以
上
が
毎
週
Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ
を

読
み
、
文
献
引
用
、
す
な
わ

ち
サ
イ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
最
も

高
い
医
学
雑
誌
で
あ
り
、
１

９
７
８
年
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

へ
の
貢
献
を
称
え
るPolk

参
加
す
る
予
定
で
あ
る
。
一

人
で
も
多
く
の
学
生
が
こ
の

よ
う
な
機
会
を
積
極
的
に
利

用
し
て
海
外
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

(

安
井
正
人

薬
理
68
回)

故
の
実
体
験
を
伺
い
、
今
も

残
る
放
射
能
問
題
を
学
ん

だ
。
こ
こ
で
も
約
一
週
間
の

活
動
を
行
っ
た
後
、
最
後
の

目
的
地
と
な
る
ブ
ラ
ジ
ル
へ

活
動
の
場
を
移
し
た
。
ブ
ラ

▽
２
０
１
４
年
の
春
に
８

％
、
２
０
１
５
年
の
秋
に
10

％
ま
で
消
費
税
率
を
引
き
上

げ
る
た
め
の
法
案
が
、
薄
氷

を
踏
む
政
治
状
況
の
中
で
何

と
か
成
立
し
た
。
我
が
国
の

政
府
債
務
残
高
は
、
対
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
約
２
２
０
％
に
達
し
て

い
る
。
事
実
上
の
財
政
破
綻

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
ギ
リ

シ
ャ
で
さ
え
１
７
０
％
程
度

で
あ
る
。
今
回
、
漸
く
消
費

税
を
引
き
上
げ
る
と
こ
ろ
に

漕
ぎ
着
け
た
が
、
既
に
遅
き

に
失
し
た
感
さ
え
あ
る
。
▽

実
は
、
今
回
の
引
き
上
げ
だ

け
で
は
毎
年
の
赤
字
が
半
減

す
る
だ
け
で
あ
り
、
借
財
を

減
ら
し
て
い
く
こ
と
に
は
到

底
な
ら
な
い
。
現
在
の
ト
レ

ン
ド
で
は
、
２
０
２
０
年
ま

で
に
基
礎
的
財
政
収
支
を
均

衡
さ
せ
る
た
め
に
は
、
17
％

近
く
ま
で
の
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
が
必
要
と
い
う
計
算

に
な
る
。
こ
れ
を
少
し
で
も

下
げ
る
た
め
に
は
、
経
済
を

出
来
る
限
り
成
長
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
▽
元
を
辿

れ
ば
、
バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
に

は
、
政
府
債
務
は
ほ
ぼ
償
還

し
切
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
。

現
在
の
積
み
重
な
っ
た
債
務

は
、
こ
こ
約
20
年
間
、
生
産

性
が
低
下
し
て
産
業
競
争
力

が
低
下
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
少
子
高
齢
化
が
進
展
し

社
会
保
障
費
が
増
大
し
た
結

果
で
あ
る
。
▽
日
本
は
豊
か

に
な
っ
た
。
地
位
も
所
得
も

求
め
ず
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
て
も
、
車
も
持
て
る
し
海

外
旅
行
も
楽
し
め
る
。
そ
の

中
で
、
国
民
の
主
た
る
関
心

は
、
現
在
の
自
分
の
取
り
分

を
ど
う
や
っ
て
確
保
す
る
か

に
向
い
て
い
る
。
国
際
競
争

の
中
で
は
、
本
当
は
豊
か
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
を

維
持
す
る
た
め
の
努
力
が
要

求
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
他
国

を
後
追
い
す
る
こ
と
よ
り
も

ず
っ
と
難
し
い
。
経
済
政
策

で
は｢

パ
イ
を
大
き
く
し
て

か
ら
分
配
を
考
え
る｣

の
が

基
本
で
あ
り
、
国
の
力
が
弱

っ
て
い
る
と
き
に
は
、
公
平

に
は
や
や
目
を
つ
ぶ
り
、
伸

び
る
所
に
力
を
注
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
▽
今
後
の
社

会
保
障
に
お
け
る
最
大
の
難

題
は
医
療･

介
護
で
あ
る
。

政
府
は
結
論
が
出
せ
ず
、
今

回
の
法
案
で
は
医
療
・
介
護

の
内
容
は
完
全
に
先
送
り
さ

れ
た
。
医
療
・
介
護
は
潜
在

需
要
が
大
き
く
、ま
た
、ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
は
今
後
の
日

本
の
成
長
の
鍵
で
あ
る
。
現

場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
門

の
諸
兄
の
ア
イ
デ
ア
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
経
済
成
長
と

親
和
性
の
あ
る
医
療
・
介
護

体
制
を
創
っ
て
い
き
た
い
。

(

参
議
院
議
員

古
川
俊
治

66
回)
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ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
研
究
で

が
ん
研
究
・
治
療
に
貢
献
し
た
２
名
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本
賞
は
、
世
界
十
数
カ
国
の
著
名
な
研
究
者
お

よ
び
研
究
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
の
中
か

ら
、
学
内
外
の
79
名
の
審
査
員
に
よ
る
厳
正
な
審

査
を
経
て
、
受
賞
者
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
受

賞
者
に
は
賞
状
と
メ
ダ
ル
お
よ
び
賞
金
が
贈
呈
さ

れ
ま
す
。
本
年
は
11
月
29
日(

木)

に
北
里
記
念

医
学
図
書
館
２
階
北
里
講
堂
に
て
授
賞
式
お
よ
び

受
賞
記
念
講
演
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

間ま

野の

博ひ
ろ

行ゆ
き

博
士

自
治
医
科
大
学

分
子
病
態
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー

ゲ
ノ
ム
機
能
研
究
部

教
授

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

ゲ
ノ
ム
医
学
講
座

特
任
教
授
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Steven A. Rosenberg 博士
スティーブン A. ローゼンバーグ

米国国立がん研究所 (NCI)

外科部門長

慶
應･

カ
ロ
リ
ン
ス
カ･

北
京
大
学

合
同
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催

全員での集合写真

出発式集合写真

Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ
創
刊
２
０
０
年
を
迎
え
て

―
編
集
委
員
と
し
て
と
も
に
歩
ん
だ
10
年
間
―

北
島

政
樹(

45
回)

国
際
医
療
福
祉
大
学

学
長

会の様子

Ｉ
Ｍ
Ａ
第
35
次
派
遣
団

51
日
間
の
活
動
を
終
え
、無
事
帰
国

日時：2012年10月21日(日) 11:30～12:30
会場：独立館DB203教室
出演：1956年メルボルンオリンピック

ボートエイト代表クルー他
1956年メルボルンオリンピック､ ボートエイト競技で体
格に劣る欧米人と対等に渡り合い､ 準決勝進出という快挙
を成し遂げた日本代表､ 慶應義塾大学クルーの活躍は､ 戦
後の復興に喘ぐ日本の未来へ勇気と希望を与えました｡ 慶
應義塾大学クルーは､ 前年度全日本選手権予選敗退から､
オリンピック出場を果たしました｡ 京大とのオリンピック
代表決定戦は､ 大方の予想を覆すラスト49ピッチという渾
身のストロークによる30㎝差の勝利でした｡ オリンピック

では塾員の誇りを三色旗のオールに
託し､ 準決勝進出という偉業を成し
遂げました｡

一糸乱れないストロークに青春を
懸けた男達の実像に迫り､ 後輩塾員
の ｢若き血｣ を燃やします｡

三四会員の皆さんのご来場を
お待ちしています！

三四会講演会のご案内

｢練習ハ不可能ヲ可能ニス｣を体現した男達の物語

Melbourneへの30㎝ ―渾身のラストストローク―

連合三田会大会

ア
マ
ゾ
ン
河
に
て
。

(

右
か
ら)

上
野
真
史
君
、

梶
川
慶
太
君
、
三
村
將
精
神

神
経
科
学
教
室
教
授
、
北
川

剛
裕
君


